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・臨
晦
.

化
学
研
究
所

教
授
田
代
仁

「窯
業
化
学

の
研
究
と
国

際
ガ
ラ
ス
会

議
出
席
の
た

め
ノ
メ
リ
カ
へ
」

(
訂

・
7

・
5
ー
訂

・
8

・
%
)
農
学
部
教
授
澗
田
久
輝

「

欧
米
の
ク
ロ
レ
ラ
食
糧化
に関
つ
る
研

究
調
査
と
第
一回国
際
食
糧
科
学
お
よ

び
技
術
会
議
に
出
席
のた
め
ア
メ
リ
カ

、
イ
ギ
リ
ス
他数
国
へ」
(37

・8
。

18
ー
訂
・憩
・25
)文
掌
部
助
教
授
樋

口
隆
康
「イ
ラ
ンと
西
閑
ア
ジ
ア
の
考

古
掌
研
究
と
資料
収
集
お
よ
び
欧
米
各

国
の
仏
教
文
化
に与
え
た
要
素
の
調
査

全
学
連
大
会
を
一週
間
後
に
搭
え
て
、
各
派
と
も
そ
れ
ぞ

れ
の
思
惑
に
そ
って
あ
わ
た
だ
し
い
動
き
を
み
せ
て
い
る

が
、
去
る
七
月
二
日
、
大
字
管
理
制
度
改
悪
阻
止
連
絡
会

議
が
衆
議
院
第
三
議
員
会
蝕
第

一会
議
室
で
行
な
わ
れ

た
。
こ
の
連
絡
会
議
に
は
い
わ
ゆ
る
汐
マ
ル
学
同
部
分
即

ち
社
学
同
、
社
青
同
、
構
改
、
民
青
傘
下
の
四
十
六
大

学
、
一
〇
四
自
治
会
が
参
加
、
ム.回
の
全
竿
連
入
会
に
お

い
て
、
現
在
全
学
連
の
執
行
都
を
握
,
て
い
る
マ
ル
㌣
同

に
対
し

一
、
大
会
参
加
は
完
全
に
無
条
件
に
す
べ
き
こ
と
。
人

衆
団
体
た
る
全
学
連
は
全
国
学
生
の
要
求
実
現
の
た
め

の
行
動
に
よ
る
統
一戦
線
で
あ
る
。
し
た
が
って
、
世

界
的
な
社
会
運
動
の
紙
一
戦
線
の
原
則
に
の
っと
り
、

い
か
な
る
政
冶

的
信
条
、
思
想

大会参加は無条件で

46大学、104自治会が要求出す

 

に
か
ん
が
み
、
そ
の
行
為
の
政
治
貴
任
を
問
わ
ず
、

中
執
に
全
学
連
統
一大
会
に
関
す
る
形
式
的
イ
ニ
シ
ゾ

チ
ブ
を
承
認
す
る
。

一、
資
格
審
査
を
、
各
地
方
か
ら
選
出
さ
れ
た
費
格
審
査

委
員
会
が
行
な
・2
」と
。

以
上
三
点
を
全
字
連
統
一
の
条
件
と
し
て
要
求
し
、
も

し
マ
ル
学
同
が
こ
れ
を
拒
否
す
る
な
夜

京
都
府
字
連

東
京
都
学
連
な
ど
各
地
方
学
連
の
統
一
と
い
う
方
向
か

ら
全
学
連
の
両
建
統
一
を
は
か
る
と
い
う
方
剣
が
確
認

さ
れ
た
。

な
お
、
一層
強
く
反
マ
ル
学
同
部
分
の
意
芯
読
一を
は

か
る
と
い
う
見
地
か
ら
、
来
る
十
二
・
十
三
の
両
日
全

国
自
治
会
代
表
者
会
議
が
東
京
で
ひ
ら
か
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

を
も
大
会
参
加

の
条
件
に
付
し

て
は
な
ら
な
い

さ
ら
に
現
時

点
の
重
要
性
に

か
ん
が
み
、
過

去
の
一切
の
活

動
を
も
条
件
に

付
し
て
は
な
ら

な
い
(全
自
連

・
再
建
協
は
事

実
⊥
解
体
し
て

い
る
も
の
と
み

な
す
)
。

一
、
大
会
の
決

定
、
構
成
に
責

を
負
う
の
は
、

全
国
大
学
か
ら

選
出
さ
れ
た
代

表
の
み
で
あ
る

こ
と
は
当
然
で

あ
る
。
し
か
し

統
一の
緊
急
性現
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"

の
た
め
イ
ン
ド
、
イ
ラ
ン他
数
国
へ」

(訂
・7
・8
1訂
・12
・7
)
ウ
ィ

ル
ス
研
究
所
助
教授
木
方
行
郎
「ウ
ィ

ル
ス
核
酸
の
研
究
と
ウ
ィル
ス
増
殖
の

研
究
の
た
め
γメ
リ
カ
奏

訂
・6

●
3
1
肥
・
9

●2
)

麟

轟
⑳
黛
潔

委
員
長
に
清
田
君

(藝
)

全
学
連
大
会
の
合
法
化
を
要
求

全
学連
入
会
を
目
前
駕
控
差
て
京
都
府
学連
は
第
十
九
回
定
期
大
会
を
七
、
八
の
両
]ロにわ
た
っ
て開
催
し
、
過
去
一年
間
の
活
動
の総
括
の
上
に
立
うて

新
ら
し
い状
勢
に
対
応
し
て
、
今
後
の
活
動方
針
の決
定
が
な
さ
れ
た
.
今
大
会
の
も
つ最
入
の意
義
は
現
在
日
本
ブ
ル
ジ
ョ
アジ
ー
が
か
け
て
き
て
い
る

と
ころ
の
帝
国
主
藏
的
な
憲
法
改
悪
の
陰謀
に
集
約
さ
れ
る
強
力
な
反
動
攻
勢
に対
し
て
今
学
超
が
組
織
的
な
統
一を
な
し
得
ず、
従
って
有
効
な
反
対
運

動
を
展
鰯
し
得
な
い
と
い
う
危
穣
的
な
状況
を
いか
に
克
服
す
る
か
と
い
った
点
で、
そ
れ
を
自
ら
の
手
で
全
学
連
の
中核
と
な
って
全
国
的
な
統
一を
か

ち
と
り
、
秋
の
字
生
運
動
に
指
導
的
な役
割
を
果
す
こ
と
を
、
府
字
運
参
加
の
丁
べて
の
醐
流
が
一致
し
て
志
向
し
て
い
た
こと
であ
った
.
参
加
校
は

草
入、
同
入

μ命
人
、
京
都大
の
府学
連
加
盟
校
で
あ
る
.

大
会
第
一目
は
七
H
臼
.伜二
時
よ
り
岡

志
社
明
徳
館
で
囲
か
れ
た
。
義
長
選
出

に続
いて
潤
田
賓員
艮
代
F
か
ら
挨
拶

があ
り
、
そ
の
後
、
関
西
八
産
一義
首

同盟
か
ら
飛
鳩
浩
杁
郎
氏
か
"、・
イ.-

ジ
をよ
起
、
引
さ
続
い
て
肖
㌢
選
甲
執

よ
り過
去
一年
聞
の
闘
い
の
総
盤
集

が出
され
た
。

そ
の
中
で
、
府
∵
慈
か
鯖
に
7
貝レ

て原
田的
ない
い
の
力
同
を
、∬氷
し

宏
保
以
'依の
ワ
弓
逗
劉
の
坐
鋲
沈
両

の
中
に
あ
って
唯
一の
團
}','部隊
と

し
て
脊
仕
し
て
き
た
こ
と
が
強調
さ

れ
た
。

次
に
こ
の
中
執
案
の
対
案
と
し
て紙
一

派
か
ら
と
y
命
臨
大
一部
経
済学
部
、

学
芸
大
有
志
に
よ
る
も
の
の
二
つが
出

さ
れ
た
。
紙
一派
の
対
集
は代
表が
パ

ン
ソ
レ
ット
を
」時
間
半
の
く
棒読
み

を
軌
け
た
た
め
、
ナ
艮
か
H
め
さ
せよ

う
と
し
て
、
会
場
は
一時
配
乱
し
た
。

そ
の
後
の
討
論
で
は
ほ
と
ん
ど
の潮
仇

が
発
冨し
た
が
時
聞
不
足
で
、
十
分
な

意
見
の
か
み
合
い
は
な
さ
れ
な
か
っ

た
。
討
論
の
後
総
括
提
案
の
採
択
に
拶

り
統
一派
提
集
は
貫
成
四
反
対
六
十
六

保
留
一
、
V命
大
}鄙
経
済
学
部
と
学

芙
大
膏志
に
よ
る
》の
は
賛
旗
五
、
反

対六
十四
、
保
田
一て
そ
れ
ぞ
れ
台
決

さ
れ
、府
学
辿
中
執
提
案
か
賛
灰
四
+

三
、
反対
二
十七
、
保
囲
一で
逓
っ
た

な
お
こ
の
目は
黛八
十
二
人
の
代
澱員

の中
七
十
一人
が
出
席
し
て
い
る
.

第
二日
は
八
日
ア
午
か
ら
並
命
館
研
心

館
で
行
なわ
れ
た
.
こ
の
日
の
参
加
者

は代
襯員
七
十
八
人
評
議
員
、
傍
聴
人

を合
め
て
岡
白
二
十
人
で
あ
っ
た
.

ま
ず
甲執
か
丘
情
勢
並
び
に
任務
力

引
の提
象
が
な
さ
れ
、
つ
づ
い
て
前

日
ま
で
用
意
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
立

命
大
学
友
会
構
輩
収
革
派
の
提案
も

盒
む
三
つ
の
対
案
が
発
表
さ
れ
、
討

論
に
移
った
.

討
論
の
主
な
内
容
は
、
}、
憲法
完

全
実
施
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ンを
め
ぐ

る
も
の
。
一、
「国
際
共
産
主
義運

動
」の
批
判
.
一、
米
・ソ
核
笑
験

反
対
の
是
非
.
一、
世
界
資
本
主
義

の
分
析
に
関
す
る
視
点
の
問
題
.

一、
大
学
営
理
制
度
改
悪
反
対
闘
争

の
位
磁
づ
け
の
間
題
な
ど
で
あ
っ
た

時
間
が
不
足
の
せ
い
も
あ
る
が、
当

面
す
る
最
大
の
課
題
で
あ
る
学生
運

動
の
再
建
統
一
へ
の員
体
的
な
指
標

に
つ
い
て
は
ほと
ん
と
彫
論
さ
れ
な

か
っ
た
.

提
案
採
択
の
結
果、
統
一派
案
は
賛
成

五
、
反
対
七
十
三、
立
命
大
一部
経
済

学
部
お
よ
び
学
芸大
有
志
案
は
讐[成
六

反
対
七
十
二
、立
命
穴
学
及
会
主
流
派

案
は
賛
成
十
九
、反
対
五
十
九
、
府
学

連
中
執
提
案
は質
成
四
十
六
、
反
対
三

十
二
で
、
府
学連
中
執
提
案
は
七
日
の

総
括
を
含
め
て承
翻
さ
れ
た
.

続
い
て
新
執
行委
員
の
選
出
が
行
な

わ
れ
、
二
十
人
の立
候
禰
看
の
中
か

ら
十
九
人
が新
ら
し
い府
学
連
執
行

委
員
に
選
はれ
た
.

新
三
役
次
のと
おり
.

璽清
田
祐
一郎
(京
大
・法
)

副
委
員
長

福
富
健
(圓大
・法
)

長
谷
川
俊
英
(立
命
大
・法
)

●
記
長

田
虫
止
治
(同
大
・経
)

ま
た
、
こ
こ
で特
別
提
案
が
申
執
よ

り
提
出
さ
れ
た.
これ
は
今
大
会
の

意
義
を
集
約
し
た形
で
、
総
括
。情

勢
の
分
析
を
述
べた
疲
、
全
学
連
第

十
九
回
大
会
へ向
け
て
大
会
は
合
法

的
な
代
議
員
によ
って
構
成
さ
れ
た

も
のΨ
か認
め
な
hし
す
べ
て
の
潮

流
を
参
加
させ
る
べき
で
あ
る
こ
れ

が
塗
連
大会
に対
す
る
府
学
連
の

態
度
で
あ
る
こと
が
明
ら
か
に
さ
れ

た
.
こ
の
提案
は
瀧
湯
一致
で
採
択

さ
れ
た
.

工
自

治

会

が
府

学

連

参

加

決
定

↑藁
・部
自
治
会
で
は四
日
の
自
治
委
員

会
で
、
京
都
府
学連
加
盟
を
決
定
、
ま

た
全
学
連
に
も
、
それ
が
再
建
力
向
を

と
る
限
り
に
お
い
て加
盟
す
る
こ
と
に

決
定
し
た
.
こ
の
ため
十
四
日
か
ら
開

か
れ
る
全
学
連
ス
会
に
は
竹
本
忠
嗣

君
、
辻
菖
砿
君
が代
議
員
と
し
て
、
小

林
圭
二
君
が
評議
員
と
し
て
参
加
す
る

こ
と
に
な
っ
た
.

署

名

運
動

の

推

進
を

確

認

敦
研
世
話
人
会
で

教管
研
究
集
会
世
垢
人
会
は
、
五
日
午

後
五時
半
か
ら
基
物
研
で
集
会
を
開
い

た。
この
日
は
、
さ
き
の
研
究
集
会
で

出
し
た
要
望
書
の
響
名
運
勤
を
さ
ら
に

進め
る
こと
や
、
総
長
と
会
見
し
裏
望

齋
の内
容
に
そ
って
教
甘
の
意
向
を
伝

え
ると
と
も
に
四
日
評
議
会
で
丑
式
に

発
足し
た
「大
学
制
度
に
関
す
る
研
究

委員
会
」
の
活
勤
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
、意
向
を
く
み
入
れ
る
よ
ら
要
請
す

る
こと
を
き
め
た
.

な
お、
夏
休
み
に
入
る
た
め
、
今
掌

期
の研
究
集
会
は
今
の
と
こ
.(予
定

され
て
いな
いが
、
世
品人
会
だ
け

の研
究
会
を
十七
日
に
開
く
こ
と
に

決
定し
た
.
こ
れ
て
は
、
奮
芦
運
醤

制
度
のほ
か
に
現
在
の
社
云体
制
に

お
け
る大
学
の
あ
の
方
な
と
に
っ
い

て
も
討論
を
進
め
・0予
が
。

文
部
省
を
激
し
く
批
判

縮
難
会
議
案
を
再
確
認

た
.この

甜
論
会
に
は
恒
顎
恭
元大
阪市
大

学
長
、
中
村
文
雄
京
都
府
立
医大
学
長

吉
川
幸
次
郎
、
田
畑
茂
二
郎
京大
教
授

小
椋
広
勝
立
命
館
大
学
経
済学
鄙長
な

～へへ～～～～～～～～～～～～～Aい 刷粋臓 ～脚A㈱ 一

期
隈
授
業
放
棄
に
入
っ
て注
目
さ
れ

た
京
大
工
業
教
員養
成所
自
治
会
は

二
目
全
国
工
教
学
友
会
の指
喬
に
よ

うて
一応
ス
ト
を
と
い
て正
常
に
授

業
を受
け
て
い
る
.
先
月
二十
六
日

以
釆
六
日
悶
に
わ
た
る授
業
放
棄
で

あ
った
が
、
自
治
会
結
成
わ
ず
か
一

年
足
ら
ず
で
、
これ
だ
け
団
結
し
闘

争
を
行
な
い
得
た
こ
とに
つ
いて
は

十
分
評
伽
さ
れ
てよ
いだ
ろ
う
.

し
か
し
、
全
国
九
大
学
工
教
自
治

会
で
糾
成
し
て
い
る
全
国
工
教
学
友

賜一
`

●
●
●國

日本
学
術
会
議
近
畿
地
方
区
は
大
掌
暫

理
運
嘗
の
問
題
を
申
心
に
「研
究
機関

と
し
て
の
大
学
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て

の
パ
ネ
ル
討
論
会
を
七
月
四
日午
後
一

時
か
ら
京
都
会
館
国
際
会餓
場
で開
い

ど
近
畿
各
大
学
か
ら
杓
六
十
人
の
学術

会
員
が
出
席
、
学
長
経
験
畜
と
轟
門学

者
の
意
見
を
聞
い
た
'つ坑
で
討
論を
行

な
う
と
い
う
形
式
で
進
め
ら
れ
た
.

討
論
は
貝
塚
茂
樹
駅
大
教
授
の
司会

会
の結
束
は
か
な

ら
ずし
もし
っか

り
し
た
もの
で
あ

っ
た
とは
いえ
な

い
よ
うだ
。

ま
ず
、工
教
生

の
要求
が
各
養
成

所
によ
って
ま
ち

…
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法
論
とし
て
は
ま
ず
い
。
授
業
放棄

は
、
掌校
側
が
幽
明
文
(授
業
放棄

は
好
ま
しく
な
いと
い
う
内
容
)
を

出
し
た
あ
と
にし
た
こ
と
で
あ
る
.

四
、
秋
の
騙
時国
会
で
、
丁
教
関
係
法

ま
ち
て
"α
・.た
こ
と
であ
る
。東
大

丁
教
鈍
の
多
く
は
設
備
の不
備
に
対

す
る
不
満
が
強
く
そ
のた
め
ま
と
ま

り
も
早
く
つ
さ
、
い
わ
ば日
常
要
求

か
ら
さ
、に
発
展
し
て
制度
上
の
不

満
へと
進
ん
だ
た
め
団結
も
閻
く
全

国
で
最
》強
硬
な
闘
争
を組
む
こ
と

が
可
陀
と
な
っ
た
。
と
ころ
が
、
同

じ
よ
う
に
謎
備
に
対
する
不
満
が
爆

発
し
た
東
r
入
(教
整
不
足
の
た
め

三
部
授
業
を
行
な
い
週
に
五
日
し
か

授
業
が
で
き
な
い)
は
、
最
後
ま
で

た
と
批
判
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、

工
学
部
と
一緒
に
授
莱
を
受
け
て
い

る
名
工
大
の
場
合
は
、
一足
飛
び
に

制
度
上
の
間
題
を
提
起
し
た
た
め
一

般
学
生
か
ら
う
き
上
が
う
た
状態
に

な
って
し
ま
った
.
経
験
の
浅
い
現

在
で
は
一般
学
生
の
意
+誉

め
つ

管
理
制
度
は
改
革
す
る

,
O

願

▲

東
南

〃

ア
研

4

4

律
の
改
正
案
が
出
る
こ
と
は
全
く知

ら
な
い.
た
と
え
文
部
億
か
ら
そ
の

旨
の通
知
が
あ
って
も
、
学
生
に提

示
は
す
る
が
協
威
す
る
考
え
は
な
い

な
ど
の
所
信
を
明
ら
か
に
し
た
.

同学会傘下で闘え

　

4

■

一人

遭
ー
制
反
、
騨
円
.
'研
、
r
教
間

}
旭
に
関

勺
勾
隔

、4

{と
総
長
、
響
与
鄙

畏

丁
敦

山
最
ら
と
の
会
見
が
、
さ
る

六
目
二
塒
葬
か
ら
約

一
時
間
半
に
わ
た

っ
て
行

も
わ
れ
た
。
席
上
い仙
良
は
、
大

学
曽
酬
制

廉
に
つ
い
て
は
絶
対
に
改
革

す
る
。
弓
内
に
k
対
が
多
け
れ
は

,
覚

悟

"
す
る
。

果
4
ノ
研
に
つ
い
て
は
大

字
の
目
、佃
を
秘

9
9
の
な
ら
や
め
る
へ

き
だ
。

な
と

〃

川
信
を

明
ら
か
に

し

た
.
総
艮

凹
魯
は

広
の
と
お
り
。

一
、
入

r
,凶

制

孟
は
、

1
▽
人

ず

ヒ

モ

つ
き
契
約
し
な
い

の
君
意
を
く
ん
で
、
改
革
は絶
対
に

す
る
。
状
況
の
異
な
る入
争
に
対し

て
異
な
った
制
皮
は
設
け
な
い。
正

し
い
慧
眺
に
お
け
る
学
問
の自
出
、

大
字
の
目
猶は
守
る
へき
で
、社
会

的
に
畑
解
さ
れ
る
大
学
に
し
た
い。

二、
私
と
し
て
は
、
学
内
の
利
益代

表
と
、
大
学
協
会
の
鴇
嗣
舎
員疑
と

い
つ二
つの
v場
か
あ
る
た
め
、
夙

大
囚に
反
対
か多
け
れ
ば
私
は
宣悟

し
よ
う
。

三、
入
争制
レ
に
関
つ
る
筋
別
健域
{ム

は
、
脚
部
長
、
教
蛋
部
長
、
研
究
所

畏
など
よ
り
な
っ
て
い
る
。

四
、
索
用ア
研
に
つ
い
て
は
、
私
観
人

と
し
て
は
寅
成
す
る
.
し
か
し
、
そ

れ
が
大
学
の
目
宿
を
侵
し
た
場
合
に

は
、
や
め
る
へき
で
あ
る
。
フ
ォ
ー

ド
財
団
の
かヒ
モ
直
が
つ
く
よ
う
な

契
約
は
し
な
い
。

五
、
疑
間
の
あ
る
学
生
と
は
、
よ
く
品

レ
舎
って
納
得
し
て
もら
い
た
い
。

ま
た、
丁
敦
間
題
に
つ
い
て
、
藤
野
所

長
』

4

一
、臨
教
と
いわ
ず
工
教
と
い
つ
よ
う

に
との
要
求
が
あ
った
後
、
三
年
制

教
員
養
成
所
に
入
って
き
て
、
四
年

制
にせ
よ
と
は
虫
が
よ
す
ぎ
る
考
え

で
、法
律
内
で
で
さ
る
だ
け
の
こ
と

を
ずる
へき
だ
.

二
、具
体
的
に
は
、
卒
業
後
三
年
間
夏

休
み
な
ど
に
補
習
を
す
る
こ
と
な
と

が
あ
げ
ら
れ
る
.

三
、さ
き
に行
な
わ
れ
た
工
教
生
の
授

業
放
棄
、文
部
省
交
渉
な
ど
は
、
全

く
所
長
ら
の
知
ら
な
い
こ
と
で
、
方

一工教授業放棄の教訓

 

つ、
同
時
に
密
接
な
つ
な
が
り
を
保

つと
い
う
基
本
原
則
の
徹
属
が特
に

必
要
と
な
ろ
う
.

ま
た
、
今度
の

闘
争
が
工
教
生
の
ワ
ク
内
で終
った

こ
と
は
、
今
後
の
発
展
の
ため
にも

考
え
な
け
れ
は
な
ら
な
い
こと
、瓦ろ

う
.昨

年
、
工
教
設
置
にあ
た
って
全

る
.
まず
藁
工
大
の
教
授
障
、
職
姐

から
でた
反
対
の
声
が
他
の
八
大
学

は
も
と
より
各
方
面
に
影
響
を
与
え

藁天
で
も
新
掌
期
に
入
って
か
ら
同

学
会を
中
心
に
設
置
の
意
図
や
内
窓

の不
備
、
な
ど
を
爆
露
し
て
広
範
な

反対
運
勘
を
展
開
し
、
結
果
的
に
は

成
功
し
な
か
った
と
は
い
え
、
五
月

開
校の
予
定
が
二
ヵ月
姐
ひ
、
夏
休

み
中
に試
験
を
し
、
九
月
か
ら
実
際

に授
業
が
始
ま
る
と
い
う状
態
て
あ

っ
た。
今
回
、
ユ
教
礼
の
串.張
す
る

こ
と
が昨
年
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
と

同質
で
あ
った
こ
と
を
見
て
も
、
こ

れ
は単
に
丁
教
生
の
み
の
問
題
で
は

な
く
、ス
き
な教
甫
上
の
問
題
と
し

て
把握
さ
れ
な
け
れ
は
な
ら
な
い
だ

ろ
う。
し
た
が
って
肝
年
展
開
さ
れ

た
よ
うに
全
学
的
規
模
で
の運
動
と

し
て発
展
7
る
必
璽
が
あ
る
。
現
に

九
州
大
で
は
、
学
部
自
掲
会
と
と
も

に運
動
を
進
め
る
方
向
を
と
っ
て
い

る
と
いう
.
駅天
で
も
、
同
学会
を

申
心に
全
字
的
に
く
り
ひ
ろげ
る
必

要
性
が
あ
る
。
こ
れ
を
機
会
に
工教

自
治
会
は
同
学
会
傘
下
のも
と
に今

後
の
運
動
を
全
字
生
の
間魑
と
し
て

押
し
進
め
る
へき
で
は
な
かろ
う
か

ま
た
、
わ
れ
わ
れ
も
一度
限
り
の

問
題
と
し
て
見
る
の
で
はな
く
、
昨

年
以
上
の
関
心
を
も
っ
て工
教
生
の

闘
箏
を
文
援
す
べ
き
であ
ろ
う
。

で
一部
「大
字
管
理
制
皮
お
よ
び大

学
の
自
荷」
と
二
部
「大
字
に
お
け

る
研
究
の
将
来
計
幽
と
体
制
」
に
分

け
て
進
め
・59れ
、
大
字
自
治
の
立
場

か
ら
熱
心な
慧
見
父
換
を
行
な
っ

た
.

一
部で
は
佐
伯
千
困
M
命
人
教
授
と
古

林
蔦楽
前
神
月大
学
長
が
発
祐
し
た
が

佐伯
教
援
は
法
岬
的
な
面
か
ら
「文
部

省
は入
学
が
研
究
と
教
肯
を
円
滑
に運

営
す
る
のが
本
来
の
任
務
で
あ
る
.大

学
の
中
心は
あ
く
ま
で
評
議
会
、
学
都

の
中
心は
教
授
会
で
、
こ
れ
ら
の
決
定

機
関は
学
長
、
学
部
長
を
も
拘
束
rソる

も
の
でな
け
れ
は
り大
学
の
自
治
は
守

れ
な
い
.管
理
運
営
は
学
術
会
議
の
政

府勧
告
と
お
り
評
議
会
、
教
授
会
が
議

決
機関
て
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

細
か
い
こと
は
大
学
自
治
の
良
識
に
任

せ
る
のが
当
然
で
あ
る
」
と
の
へた
.

ま
た占
林
教
授
は
「文
部
省
は
大
学
に

対
し曽
理
、
監
督
椎
が
.肋
い
と
い
う

が
、大
ケに
関
し
て
い
ま
ほ
ど
文
部
首

の
力
が強
か
った
こ
と
は
な
い
。
こ
の

土
な
に
を蝉
由
に
入
字
自
措
の
最
仮
の

一線
であ
る
人
事
権
ま
で
握
ろ
う
と
ず

る
のか
」
と
き
び
し
く
文
部
省
の
意
図

を
批
判
し
た
.

こ
のあ
と
恒
藤
恭
前
市
大
掌
長
か
ら

「明
治禾
か
ら
昭
和
の
は
じ
め
に
か

け慣
行
によ
って
守
ら
れ
た
わ
が
国

独
自
の大
学
の
自
治
は
戦
後
、
復
盾

拡
大
さ
れ
て
いる
。
今
日
の
危
機
を

ぜ
ひ
切
り
抜
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
発
口が
あ
り
、
「大
学
の
自

治
は
日本
人
は
か
り
で
な
く
、
人
類

全
体
の
た
め
に
役
V
つ
創
意
あ
る
研

究
を
机け
る
た
め
、
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
条
件
だ
。
そ
れ
に
は
大
学
の

教
長
会
、
評
議
会
が
教
言
の
人
事、

研
究
、
教
壽
脚
に
っ
い
て
主体
性

を
持
た
ね
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
には

広
く
一肢
に
わ
か
っ
て
も
ら
うよ
う

努
め
よ
う
」
と
申
し
合
わ
せ
た
後、

午
彼
五
時
散
会
し
た
.

賊

脚～～～脚 胎聯脚いいいいい口～～～～A鵬 い一 ～～脚～卿脚脚脚～

「真
の
革
命
的
前
衛

と
は
?
」
1
学
生
活

動
家
。北
小
路
敏
氏

への
公
開
質
問
状
1

 と
り
至

っ
と
シ

ヨ
ッ
キン
グ
な
タ
イ
ト
ル
が
図
醤
新
聞

(六
月三
十
日
号
)
の
ト
ッ
プ
を
飾
っ

て
い
た.
一方
、
藁
大
新
聞
は
六
月
二

十
日月
、六
月
二
十
六
日
号
に
「六
。

一五
二周
年
記
念
集
会
報
缶
」
を
載
せ

て
い
る。
野
次
と
怒
月
と
暴
力
と
κ
"

ナ
ゾ
化し
た
マル
学
同
6
と
異
様
な
見

出
し
か瓶
く
。
劇
首
は
筆
春
が
故
押
美

智
子
さん
の
お
母
さ
ん
で
あ
る
光
子
さ

ん
て
ある
▼
六
・
一五
二
周
耳
記
念集

会
は
六
・
一五
被
告
団
が
実
行
委
員会

を
租
織し
て
行
な
った
も
の
で
、
当
日

は
社
ウ同
系
の
学
生
が
百
人
ほ
ど
でデ

モ
を
豹な
った
ほ
か
は
大
衆
闘
争
を組

め
ず
、会
場
の
千
代
田
公
会
堂
に
は
マ

ル
学
同な
ど
が
皐
く
か
ら
会
場
を占
拠

し
て
いて
、
築
会
は
ヤ
ジ
と
怒
号
の
喧

騒
と化
し
た
と
い
う
.
こ
の
あ
り
さ
ま

か
ら
「あ
あ
、
ブ
ル
ー
タ
ス
・…
:」
と

い
う
噴り
が
腹
の
底
か
ら
出
て
き
た
の

だ
ろ
うか
▼
し
か
し
、
す
で
に
女
保
後

久
し
い聞
、
活
動
家
段
階
11
指
導
者
段

階
で
の分
裂
に
対
す
る
反
応
は
免
疫
の

よ
う
で、
ほ
ぼ
思
考
停
止
状
況
に
おち

い
って
い
る
ほ
と
だ
。
東
京
な
ど
は、

それ
が
さ
ら
に
は
な
は
だ
し
い
らし

い。
「関
西
は
紳
士
で
い
か
んよ
」
な

ど
と
いう
。
原
則
論
を
押
す
と
い
う意

妹
た
そ
う
な
▼
詩
人
・関
根
弘
は
こ
つ

いう
。
「削
勧
の
不
在
と
い
う
より
、

アジ
アー
タ
ー
の
不
在
が
思想
の真
空

状
況
を
つ
く
り
た
し
て
い
る
よ
う
にみ

え
る
(中
略
)
。
こ
の
未
期
的
症状
を

救
♪天
オ
的
ア
ジ
テ
ー
タ
ー
は
ど
こ

に
いる
?
」
(榮
大
新
間
六
月
二
十日

号
)
心
憎
と
し
て
そ
う
い
う
局
面
がな

いで
も
な
い
▼
だ
が
、
分
裂
不
感
症

をそ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
は
、
な
ん

ら
耕し
い
局
面
は
見
い
出
せ
な
い
.大

学
管
埋
制
改
趨
・窓
法
改
悪
な
ど
へ
の

一般
学
生
の
対
処
の
し
か
た
そ
れ
自
身

が
、
全
学
連
の
統
一を
望
ん
で
い
る
と

いう
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
.
上

部
構
造
の
理
論
を
さ
ぐ
る
と
い
っ
た
横

の
情
勢
分
析
の
み
で
は
な
く
、
自
分達

を
支
え
て
い
る
一般
学
生
の
意
識
1
そ

れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
一定
の
情
勢

に規
制
さ
れ
る
も
の
だ
が
1
縦
に
見
た

瞭
瀦構
廻か
求
め
て
い
る
も
の
、
そ
れ

一を
芯れ
て
は
指
尊
、佃失
格
で
あ
ろ
う
.

擢 驚饗 ウ
博
㌶

"

;

沖̂

・

'

、
・

h
'

藁

ウ

、

、

が
ぶ
居
に
ム弓
的
なち
の
に
発
巌
す

る
契
機
が
生
れ
ると
と
も
に
、
設
M

担
も
.唄と
組
織
則に
交
渉
の
窓
U
が

開
か
れ
た
こ
と
にな
り
、
こ
の
討
論

会
の
旗
果は
言
わめ
こ
大
苫か
った

と
い
える
。

こ
の
目碓
、」さ
れた
同
還
以は
仏の
と

お
り
て
ムる
。

コ

米
国
の漿

§

霧
け
て

し
か
㌧国際
敷
治
から
み
て
白
要
な
位

薦
に
慶
る
聚
嗣ア
ジ
ア
を
研
パマ
る
こ

と
は
、氷
の
両
地
域
に
対
丁
る
政
策
シ

案
に奉
佳
する
危
険
が
凄
る
。

二
、さ
ら
に
、口
本
の
立
配
階
級
に
と

っ
ても
、
同
地
煽
は
91
要
な
位
碑
を
占

め
ζお
り
、
再
び
か
って
の
い
ま
わ
し

い粛
陥
ア
肚出
を
く
り
か
え
す
た
め
の

お先
き
棒
を
か
つ
ぐ
お
そ
れ
が
あ
る
。

三
、
学
術
父
流
は
、
本
来
、
平
和
的
で

率
毒
皇
恵
の
原
則
が
守
ら
れ
職
は
な
ら

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
対
象と
な
る
諸

国
の
承
〃叫な
し
に
は
、研
況は
夷
地さ

れ
る
へさ
で
な
い
。

四
、
現
在
大
掌
智
理
制度
改
患が
外
耶

か
ら
行
な
わ
れ
よ
う
とし
て
いる
が
、

こ
れ
は
、
大
丁の自
償
を内
部か
ら
崩

には日本人f3名 が載録

士
'

'

壊
す
る

も
の
で
説
る
.

な
お
、
こ
の
ほ
か
、
間
馳
の
∵
丙
会

遭

移
管
の
努

口か
品

ワ
た
。

準
備
委
に
会
見
を
要
求

く
、
か
つ
政
集
的
目
的
に
利
用
さ
れ
る

もの
と
円
断
丁
る
。

(二
)
す
て
に
、
ビ
ル
マ
政
肘
は四
月

中
旬
、
フ
ォ
ー
ド
・ア
ン
〆粥
団
を
盒

む
氷
国
.醐榔
図
の
店
甥
を
象
止
した
。

か
か
る
弔
、入か
d
朋
し
て
い
る
に
」〕か

か
わ
ら
ず
、
夙都
入
芋
に
お
い
て
ン
ォ

ー
ド
財
団
の
援
切
に
匂と
ず
く
同セ
ン

タ
ー
を
.嘱直
し
、
同
財
団
の
行
な
って

さた
沽
甥
と
同
様
な
調
壼
、
研
九を
行

な
お
つと
つる
こ
と
は
、
日
本
の
東
南

ア
ジ
〆
譜
国
と
の
¥
等
立
皆
の
V場
か

ら
す
る
国
際
的
友
好
と
文
化
字
耐協
力

を
阻
轡
す
る
も
の
で
あ
る
。
う
てに
こ

の
こ
と
は
国
礫問
題
化
し
て
お
り、
こ

の
d
圓
を
捲
進
強
化
す
る
な
ら
は、
京

都
入
学
は
、
平
和
と
独
V
の
敵対
占
と

し
て
、
閏
際
的
訓
瑚
の
矢
お
も
てに
立

た
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろう
噛

(三
)
現
在
、
政
肘
、自
民免
の強
行

ず
る
反
動
的
文
教
政
策
の
ま
え
に、
人

亭
の
自
治
、
学問
の自
由は
唄
人
な危

機
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
この
耐
幽
は

こ
の
危
機
を
内
部
か
ら激
旗し
、
大
年

の
目
治
を
資金
吻
から
侵
蝕
す
る
も
の

に
ほ
か
な
ら
な
い。
京
都
入
字
が
こ
の

仏
ノな計
噸に
ひき
こ
まれ
る
こ
と
は

大
写
の
生
晴
たる
平
相
と
人
頒
の
雌
歩

に
奉
仕
ず
る
と
い
つ使
命
を
み
ず
か
ら

放
棄
りる
もの
と
削
断
せ
ご
る
を
え
な

い
。以

上
の
確
認
に
りと
ず
い
て
、我
女

は
、
現
な
大
毎
の
根
本
的な
茂
り
力
や

何
人
に
蚕
d
す
る
酬
究
であ
る
か
が
腋

し
く
問
わ
れ
て
い
る
も
のと
判
断
し

た
。
お
目
、
出
席
さ
れ
た
東
南
アン
〆

研
冤
ゼノ
タ
ー
計
剛
嘆
備委
員
良
奥
田

教
授
は
、
我
女
と
且
式
の話
し
台
いの

機
会
を
持
つ
こ
と
に
同
憩
され
た
。
我

女
は
当
事
.自側
の
こ
う
し
た態
皮
こ
そ

が
事
態
の
解
決
を
も
た
ら
すも
っと
も

内
切
な
方
禦て
あ
る
と考
える
。

我
々
は
今
後
の
瀦
し
ム]いに
よ
って

疑
愈
の
解
消
9
る
ま
て
、
一切
のd
回

の
進
行
を
停
11
さ
れ
る
こと
を
雲
水
し

も
し
我
々
の
疑
念
が
氷解
さ
れ
な
いも

の
で
あ
る
な
ら
は
、
こ
の
耐
."会
の
決

議
に
よ
って
、
11式
に
光尼
す
る
東
岡

ア
ノ
〆
研
究
セ
ン
タ
ー問
題
対
訳協
議

会
(仮
称
)
は
、
す
べ
て
の
訂
剛の
白

紙
還
ルを
硬
求
す
る
も
の
で凌
る
.

右
四開
す
る
.

一九
六
二
年
七
月五
日

寛南
ア
ジア
研
究
セ
ン

タ
ー間
題
公開
討
論
会

農鰯
.〆',

1942-45
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集
発

売

/

★
★
スタ
ー
リ
ン
グ
ラ
ード
の
悲
■
か
ら原
子
曝
弾
ま
で

疑
惑
と

く
ま
で

計
画
推
進
の
中
止
を

公
開
討
論
会
で
決
議
す
る

藁
南
ア
ジ
ァ
研
究
セ
ンタ
ー
設
霞
反
対
運
動
は
、
こ
れ
ま
で
、ス
字配
が
中
心
と
な
って
丁
つ
め
ら
れ
てき
た
が
、
他
の
団
俳
と
の
八
闘
が
な
い
ま
ま
、
か

な
り
敬
発
的
な
も
の
で、
大
き
な
盛
り
上
り
に
は
棄
ら
な
か
った
。
レ
か
し
、
五
日
に
大
学
碗
生協
臨
会
、
岡
学
会
八
催
で
謝
か
れ
た
公
開
討
論
会
の
漏

果
、
学
生
、
教
冨
、職
員
を
納
集
し
た
A
闘
会
議
の
設
爵
が決
議
さ
れ
、
急
激
に
、
今
学
的
な
反
対
運
動が
盛
り
上
って
き
た
.

大
学
院
生
協
議
会
中
央委
員
会
、
岡
学

会
共
催
の
「東
南
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン

タ
ー
問
題公
開
討
鵡
会
」
は
五
日
午
後

三
時
半か
ら
、
文
学
部
第
哺溺
義
窒
で

岡
セ
ンタ
ー
計
園
準
備
委員
長
の
奥
田

農学
部
長
、
各
学
耶
自
治
会
、大
学院

会
v
職
組
な
ど
の
代
衰
百
余
人が
参
加

し
て
開
か
れ
た
.
三
時
聞
にわ
た
る
活

発
な
討
論
の
結
果
、
周
セ
ンタ
ー
は
政

治
的
性
格
、
東
南
ア
との
学術
交
流
の

あ
り
方
、
学
術
研
究体
制
の
あ
り
方
さ

ら
に
、大
学
の自
治
な
ど
に
つ
い
て
重

大
な
疑
惑
がホ
る
こ
と
を
雌
躍
、
ほ
ぼ

全
会
一致
で設
置
反
対
を
決
議
す
る
と

と
も
に、
今
後
の
反
対
推
雌
の
た
め
の

全
学的
な
共
闘
会
編
を
紬
成
する
こと

を
決
め
た
。

ま
た
、
こ
の
日
の
討
論
結巣
を
共
闘

会
議
で
声
明
文
に
起
草
する
と
と
も

に
薩
接
奥
出
委
員
長
に対
し
て
、
疑

惑
の
晴
れ
な
い
か
ぎ
り
、計
画
の
推

虐
を
中
止
丁
る
こ
と
、症
く
同
委
員

艮
と
会見
す
る
こ
と
を
嬰
屑
し
た
。

岡委
員
長
は
計
画
の
推
進
中
止
は
個

人
では
決
め
か
砲
る
が
、
会
見
は
偲

約
す
る
と
回
答
し
た
.

こ
れ
によ
っ
て
、
これ
ま
で大
㌘玩

中
心
に
遭め
ら
れ
てき
た
反
対
運
甥

A
・
A
連
帯
会
議
が
と
り
あ
げ
る

日
本
の
ア
ジ
ア
・ア
フ
リ
カ
連
帯
会議

委
員
会
事
務
周
か
ら
の
確
認
情
報
によ

る
と
、
康
南
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
i問

題
は
、
現
代
中
国
研
究
所問
題
とと
も

に
、
八
域
下
旬
タ
ン
ガ
ニ
ー
カ
で
醐
か

れ
る
同
連
帯
会
議
で
と
り
あ
げ
ら
れ
る

こと
に
決
疋
し
た
。
ア
ジ
ァ
・ノ
フ
リ

カ
連
帯
会
議
は
、
ガ
ー
ナ
、
ア
7
グ
連

合
な
ど
同
地
域
の男
同盟
請
国
政
狩
代

衣
お
よ
ひ
そ
の他
の譜
国
の
民
間
団
体

代
表
か
ら構
成
さ
れ
て
お
り
、
カ
イ
ロ

に
精
没
粛
卍局
が
趾
か
れ
て
い
る
.

東
南
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン

タ
ー
問
題
対
策
協
議
会

五
目
の
公
尉
討
.門会
で
、鮎
奴を
決
成

Cれ
た
策
南
ア研
向
題
の
井
闘
会
鍛

は
、
七
日午
'一時
半
か
ら
法
凝
第
三

共
同
研
究
亮
で大
争既
、
同
ツ
会
な
ど

十
個
体
か災
よ
って
討
峨し
た
品
果
、

「聚
南
ノジ
〉研
究
セ
ン
タ
ー
問
題
対

策
協
峨会
(仏
栃
)
」
と
し
て
発
足

し
、組
織
、
力
引
な
ど
を
決
め
、
さ
ら

に
、別
嶋の
四明
又を
起
孕
、
九
日
に

学
囚各
石
に
配
而
し
た
.
組
繊
に
つ
い

て
は
、
,畏
は
入
弓
臨
生
協
ρ会
中
央

委
貞
会
か
ら
選
出
し
、
参
加
は
、
各
争

部
目治
会
、
ナ
ー
ク
ル
、
職
祖
、
教
目

有
志
な
と
幅
広
い
も
の
と
す
⇔
こ
と
に

な
った
。

当
㎜
の
活
動
力
引
こ
し
C
は
広の
講

点
が
決
め
ち
れ
た

①
川
明
文
を
字
囚各
肖に
配
而
す
る
。

②
A
・A
連
帯会
粛の
ほ
か
、
八
月
に

世
界
料
学
者連
盟
が
嗣
か
れ
る
の

で
、
民
料
暴都
文
那
に
働
き
か
け
て

こ
れ
に向
け
て
周明
文
を
出
す
。

③
圃
セ
ン
ター
訓
岡準
備
委
の
第
二
園

目
の会
融が
十
団
に
梼
た
れ
る
の
て

(仮 称)

 

十
二
日
に
会
見
を
甲し
入
れ
る
り

④
準
飼
委
の
榜
恥
を要
永
つる
。

⑤
署
各
旭動
に
よ
っ
て提
携
を
深
め
下

部
へ浸
焔
し
て
いく
.

⑥
各
団
体
、
教
b
有芯
鳳
`
へ疹
弱
を

要
守
る
。

声

明

我

本々
出
公
開
討
論
会
に
参
加
し
た

守
部
字
生
、
大
字
凱
住
、
教
呂
有
志
は

ソ
ォー
ド
財
団
の
資
金
援
助
に
入
き
く

依
存
ず
る
東
南
ア
ジ
〆
所
究
ヤ
ン
ヌ
ー

設
置
副
岡
に
つ
き
、
三
時
聞
に
わ
た
り

d
議
を
つ
く
し
、
そ
の
結
呆
、
こ
の計

ゆ
に
対
し
、
煎
人
な
疑
惑
を
抱
き
、
次

の
誘
月
を
碓
認
丁る
.

(
一)
こ
の計
剛は
、
ア
メ
リ
カ
の
対

外
政
東
に亭
付
し
、
我
か
国
文
創
層
の

東
南
アジ
γ虚
出
に
も
加
担
丁
る
もの

ご
あ
り、
アン
γ
誼
民
族
の
自
L
的
允

展
を
おし
と
ど
め
る
役
劃
を
は
た
す
も

ので
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
討
糊
は
、

その
v案
過
程
や
ての
内
'αか
ら
み
て

も
、.ての
目
・
佳
は
は
な
は
た
疑
わ
し

京

大

、

北

海

道

ラ
リ

ー

で

優

勝

駅大
目
動
早
部
は
、
六
月
二
十
五
目か

ら
三
十
日
ま
で
の
六
日
間
に
わ
た
っ
て

行
な
わ
れ
た
北
海
近
一周
全
国
学
生
プ

リ
ー
で
見
學
楓
勝
し
た
.

一向
ラ
リ
ー
は
函
郎
駅
前
を
起
点
に
、
小

樽
-
苫
小
枚
-
帯
広
-
網
走
-旭
川-

札
幌
の
コ
ー
ス
で
行
な
わ
れた
が
、
一

日
目
八
位
の
京
大
は
五
日
目
に
二位
へ

進
出
、
最
経
団
の
盛
+
日
つ
い
にト
ッ

プ
に
34ち
優
勝
し
た。
瀬位
は
次
のと

お
り
。

①
駅人
②
熊
本
人
③
名
占屋
£大
(以

上
減
点
1
)
④
M
命
入
(減
点
2)
⑤

[明
大

こ
の
巻
には
大
戦
終
給
時
のは
げ
し
い
動
乱
のな
か
に
嗜
ぎ
、
漂

子
蝿鄭
の
惨署
に
お
の
の
く犠
性
者
の
声
を
収
めた
1
日
憲人
で

も
永
井
隆
、原
民
喜
、
桔
梗
五郎
ら
+
三
人
の
湿璽
が
収
め
ら
れ

て
い
る

■濡
苦
に
み
ちた
感
働
の
書
鋼
(東
大
新
聞
・安
田武
氏
騨
)

夢
を
抱
き
、
希要
に
燃
え
、
蟹
か
に暮
し
て
い
た
若考
の
生
命
を
「載

麟
」
と
い
う物
理
的
殺
戯
に
よ
って
葬
り
夫
る
「悪
自
体
」
に
対
し
て

そ
の
怒り
を
ど
つ現
わ
せ
ぱ
よ
いの
かー
す
ば
ら
しい
着
者
が
た
く
さ

ん
い
て
、
たく
さ
ん
死
ん
だ
のだ
.
人
の
生
命
と
は、
こ
れ
ほ
ど
無
窟

喋
で
あ
っ
てよ
い
も
の
だ
ろ
う
か。

■
若
看
の
祈り
を
こ
O
て
巴
(サ
ンデ
ー
毎
旦
評
)

戦
争
と
い
う
もの
が
、
い
か
に
危険
であ
り
、
ばか
げ
て
お
り
、
ズ
ル

ズ
ル
と
人
類
のな
か
へ
の
め
り
こ
んで
く
る
「見
えざ
る
悪
魔
」
で
あ

る
か
が
わ
か
る。
そ
し
て
こ
れ
ら
の何
気
な
い
手
記
は
「載
争
」
と
い

う
ワ
ケ
の
ワ
カら
ぬ
怪
物
に
ま
き
こま
れ
た
な
か
で
、鷹
わ
ず
歌
わ
れ

究
懸
し
い
祈9
と
ヒ
ュー
マ
ン
な
肉酪
な
の
で
あ
る
。

■
死
看
の
沈黙
へ下
り
よ
う
■
(腕
唇
暫
隔
。黒
田喜
美
馬
騨
)

絶
対
平
和
の理
念
を
も
つ
も
の
も
、願
う
だ
け
で
平和
は
得
ら
れ
な
い

と
す
る
も
の
も、
す
で
に
と
り
返し
が
つ
か
ず
に
死ん
だ
者
の
、
ζ
の

死
看
の
沈
黙
のな
か
に
、何
回
で
も
下
りて
ゆ
か
な
け
れ
ばな
ら
な
い
●

H

・
W

・
ぺ

ア
編
/
高
概
健

二
訳
縄

魏

訳
権
独

占
/
全
2
巻
/
各
巻

三
百
円

撚鰹
瑠
鴎
導

河
出
書
房
新
社

69

・



`

傷2}開霜37年(2962皐)7月9日e臼1墜 曾)

 

蘭錦齢 ド働

 

大悌鷺(第3租駆僕鞠罰)痢1113号

概
説
書
と
し
て
も
高
級

社
会
的
進
化
の
概
観
欠
く

、隔一甲一騨一一冨3
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ソ
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生
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の
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史

、
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譜鋸
蘇
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本
書
は
三
部
二
〇章
から
な
り
、
第

一部
、
進
化
の
過
程
、第
二部
、
進
化

の
解
釈
、
第
三
部
、進
化
、
人
聞
性
、

倫
理
に
分
か
れ
て
い
る
.第
一部
の
進

化
の
過
程
で
は
、
こ
れま
で知
ら
れ
た

知
識
の
か
な
り
密
度
の
高
い概
観
が
あ

り
、
特
に
脊
椎
動
物
の
と
ころ
は
著
者

の
得
意
の
と
こ
ろ
で
、
筆
者
にも
勉
強

に
な
った
.

第
二
部
で
は
、
先
の
よ
う
な進
化
の

事
突
を
ど
う
解
釈
す
る
か
と
い
う点

で
、
い
ろ
ん
な
考
え
方
を
あ
げ
て批
判

し
て
い
る
.
例
を
あ
げ
れ
ば
、避
化
の

中
で
いち
は
ん
魅
力
の
あ
る
現
象は
定

向
進
化
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。た

とえ
臨
、
ウ
マの
脚
は
ト
コ
ト
ンま
で

走る
脚
と
い
う
方
向
に
進
化
す
る
。か

つ
て
、サ
ー
ベル
犬
歯
虎
は
ト
コ
ト
ン

そ
の牙
を
発
違
さ
せ
て
、
つ
い
に
は
か

え
っ
て噛
め
な
く
な
って
絶
滅
レ
た
。

し
か
し響
者
は
、
こ
の
よ
う
な考
え
方

は
匿的
論や
運
命
論
的
な
考
え
方
が
描

い
た
行き
過ぎ
た
単
純
化
の
結
果
で
あ

る
と
す
る.
蟹
省
は
、
遵
化
は
便
寛
主

麟
的
に
しが
お
こ
って
い
な
い
と
す
る

進
化
の
過稗
を通
じ
て
い
え
る
こ
と

は
、
生
物
の
容
器と
し
て
の
地
球
が
ま

す
ま
す
多
諏類
の生
命
に
よ
って
満
さ

コ
ヌ
ニコ
コロニぎニ
ニロニ
ニコニ
ニコニ
ニロ

㎜㎜㎜順脂㎜川㎜㎜㎜㎜㎜㎜

藤

岡

れ
て
き
た
と
い
う
こと
で
あ
り
、
ず
べ

て
の
生物
の
環
は新
し
い機
会
を
と
ら

え
て
適
応
し
、逆
に必
喪
と
あ
れ
ば
、

多
少
と
も
鴇
ま
し
い方
向
に
自
ら
の
内

の
可
能
性
を
発
揮し
て
き
た
.
生
物
の

側
の
自
徳
性
に
は
かり
麟
点
を
概
く
の

も
、
環
境
の
側
の淘
汰
の
力
ば
か
り
を

鼠
視
す
る
の
も
共
に
行き
過
ぎ
で
あ
り

進
化
と
は
、
牛
物
と
環
境
と
の
相
互

作
用
の
過
程
に
他
な
らな
い
.

著
者
は
博
識
を
駆
使し
て
、
単
純
に

進
化
を
理
解
す
る
こ
と
によ
って
生
じ

得
る
目
的
論
的
な
軽卒
さ
を
い
ま
し

め
、
論
拠
を
あ
げ
て
批判
し
て
い
る
.

い
っぽ
つ
、
人
類
は
た
だの
生
物
の
一

員
に
す
ぎ
な
い
、
と
し
て人
聞
の
特
性

を
軽
視
し
ょ
う
と
す
る
人
女を
も
いま

し
め
る
.
人
問
は
、
進
化と
いう
事
実

を
理
解
し
得
る
点
で
、
や
はり
他
の
生

物
と
は
異
って
い
る
.
そし
て
こ
の
点

こ
そ
が
、
人
間
の
倫
理
性
の某
底
を
な

ず
の
で
あ
る
。

本
瞬
は
シ
ン
プ
ソ
ン
が、
倫
卿
の
問

題
を
論
じ
た
い
た
め
に
、進
化
を
例
と

し
て
と
り
あ
げ
た
、
と
さ
え
いえ
る
ほ

ど
、
第
三
部
に
力
点
が
か
か
って
い

る
。進
化
論
は
そ
の
構
想
の悠
大
さ
に

よ
っ
て多
ぐ
の
人
を
誘
惑
し
た
。し
か

し
、自
由放
任
主
義
的
資
本
主
義、
社

会
遵
化
を階
級
闘
箏
に
の
み
韮
眼
を
お

い
て
み
よ
うと
丁る
よ
う
な
マ
ル
ク
ス

主
義
宇
宙
は
人類
に
は
末
知
の
最
終
目

標
へ
一路
進
ん
でゆ
く
と
す
る
天
の
目

層蓄
二冒二
==一=
==
==
=一一嘘;
一一一一=一「==
=ニ
ニ=一=
開二
一=
「ニ一=一一一一一二一=
一一P=「

投稿を歓迎、チーマは自
由、400字詰4枚半以内

,

去
る
六
月六
日
、
南
朝
鮮
の
ウ
d途
は
畏
い
沈
獣を
破

り
、
反
米
闘争
に
琢
起
し
た
.
南
朝
鮮
の
遡
信
報道
に
よ

鯛
れ
ば
、
六
日、
高
麗
天
字
生
二
干
余
名
は
「ひ
ん発
す
る

ア
メ
リ
カ
躍の
リ
ン
チ
嘱
件
を
糾
弾
す
る
大
会」
に結
集

し
、
「ア
メリ
カ
人
の
娩
国
人
に
対
す
る
侮
酵
的強
行
に

対
し
、
わ
れわ
れ
は
慣
怒
の
激
情
を
こ
れ
以
上耐
え
し
の

べ
な
い
.
」
との
決
議
文
を
掲
げ
て
デ
モ
を
敢行
し
た
。

ア
メ
リ
カ
軍
と買
亭
ソ
ァシ
ス
ト
の
懸
命
の
畏
赦
と
懐

柔
、
報
道
胃制
に
も
関
ら
ず
、
八
日
に
は
、
ソ
ウル
大
掌

生
千
余
名
のデ
モ強
行
、
更
に
し
日
の
大
邸大
学
生の
闘

争
へ
と
波
及拡
天
し
た
.
ア
メ
リ
カ
箪
の
蛮行
は
、
瑚
朝

鮮
で
は
日
粘茶
飯
事
で
あ
る
.
一九
五
四
年
から
一九
六

一年
の
八
年間
、
門
刺
鮒
の
新
聞
紙工
で
表
面化
レ
た米

し

兵
の
暴
行
件数
だ
け
で
も
三
四
三
件
、
慮
殺
され
た
7三

哺=
名
に遼
う
る
.
今
年
の
一月
、
二
月
の
ニケ
月
圓
だ

け
で
も
、
六件
bの
暴
豹
殺
人
耶
劉
が
発
覚し
て
いる
.

し
か
.匂、
これ
ら
は
編
門
発
生
傑、
数
日
な
いし
叛
十
目

も
た
っ
て
発我
さ
れ
た
も
の
で
、
前
飴
な
報
蔚轡
制
を
あ

え
れ
ば
氷
山の
」
角
に
雌
哲
な
い
で
あ
ろ
う
.米
取
は
用

朝
鮮
占頷
彼
十
七
耳
間
、
園
朝
鮮
人
民
に
継賀

強
姦
、

刀
ン
チ
、殺
人
簿
、
全
ゆ
る
野
獣
的
蛮
行を
行
な
って
き

た
.
し
か
、っそ
れ
が
、
面
白
半
分
に
行
な
われ
た
㌧の
が

名
い
事
実は
}
ン
.ず
的
「目
由
」
の
本
質
を騒
蕗
し
て

"【三=二こ三噌=需二=
=噌曽=
≡
「=曽=二
;
三=≡:三==
ニ
「

 

ー

喜

愛

的
を悟
ず
る
究
極
諭
、
人
類
は
た
ん
な

る
生物
の
一員
で
や
が
て
ほ
ろ
ぴ
る
で

あ
ろ
うと
の
み
考
え
る
純
生
物
主
義
的

無
倫
理主
義
簿
は
、
い
す
れ
も
現
在
の

進
化
学の
水
準
か
ら
見
れ
は
ず
で
に
妥

[当
性
のな
いも
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
著

者
の
い
いた
いこ
と
で
あ
った
.
冨
者

の
紬
論
を要
約
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な

る
。文

明
柱会
は
未
賄
枇
会
に
く
ら
べ
れ

ば
比
軟
に
なら
ぬ
ほ
ど
多
種
多
様
の
生

態
学
的
地位
(ひら
た
く
い
え
ば
食
っ

て
繁
殖
し
て
いけ
る
場
所
)
を
生
ん
で

お
り
、
個
体
の逝
応
の
可
能
性
を
ず
は

ら
し
く
増大
した
.こ
れ
こ
そ
生
物
の

進
化
に
よ
っ
て
もた
ら
さ
れ
た
紬
果
で

あ
る
.
だ
か
ら
杜
会
と個
人
を
対
v
的

にと
ら
え
て
は
な
ら
な
い
.
集
団保
障

を
す
る
か
ら
と
い
って
個
人
の
質任
を

取り
去
って
は
な
ら
な
い
.
個
人
が健

全
な
個
人
で
あ
り
つ
づ
け
る
こ
と
に
こ

そ
将来
への
人
類
の
進
化
の
可
能
性
も

また
あ
り
得
る
.
こ
こ
に
人
類
の
一員

と
し
て
の個
人
の
尊
腋
と
責
任
が
根
ざ

し
て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
人
類
は
、

個
人
が
そ
の霞
任
を
いか
に
と
れ
ば
よ

い
か
に
つ
い
て
は気
が
塵
く
な
る
ほ
ど

何
に
も
し
ら
な
い.
物
壇
学
、
生
物

科
学
、
社
会
文
化科
学
に
お
け
る
真
理

発
見
の
不
均
衡
(物
理学
は
か
り
が
進

ん
で
い
る
)
を
逆
砿さ
せね
は
な
ら
な

い
.
人
聞
の
倫
理
を
支え
るに
足
る
よ

う
な
、
真
の
知
議
の獲
得
と普
及が
急

務
で
あ
って
、
未
発
違
時代
の進
化
論

を
借
用
し
て
、
か
ん
た
ん
に
人類
の運

命
を
わ
り
き
る
と
き
で
は
な
い。

以
上
が
本
喬
の
紹
介
で
あ
る
が、
第

三部
に
説
得
力
を
与
え
た
い
ば
っ
かり

に
、
著
欝
は
第
一部
と
第
二
部
に多
く

の
知
識
を
盟
り
込
ん
だ
.
そ
の
結
果本

書
は進
化
論
の
概
説
轡
と
し
て
も高
級

なも
の
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
お
り
、
広

く
一読
を
す
す
め
る
だ
け
の
価
値
が
あ

る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
訳
者
の
方は

第
三部
に
興
妹
が
あ
った
ら
し
く
、
第

一、
二
部
の
訳
語
に
は
不
用
意
で
不
適

へ

当
な
しの
が
多
い
。
た
と
え
は
、
分
化

-分
派
、
適
応
ー
順
応
、
な
ど
基
宏
的

な
術
語が
勝
手
な使
い
方
を
さ
れ
、
意

臥
不明
の個
所
も
あ
る
。
学
問
上
の
用

語
をあ
ま
く
見
る
の
で
は
、
そ
も
そ
も

シ
ン
プソ
ンの
精
伸
に
か
な
う
ま
い
。

正
確
な
知
識
の把
握
に
も
と
ず
く
正
し

い
思考
!
。

牛
物
の
逼
化
を適
し
て
シ
ン
プ
ソ
ン

が
指
摘
し
なか
った
ひ
と
つの
亭
契

は
、
生
物
一般
は多
繍
類
が
集
って
社

会
を
構
峡
ず
る
の
に、
人
類
で
は
ヒ
ト

6凸■PームTIφーLー
縄
鱒

講
辮

雛
藏

鞭
灘

靴
灘

鰍繍織
羅
籔

「つか
れ
や
す
い
」
「す
こ
し
う
ご
く
と
動悸

ろ
自
分
の
欲
望
と
苦
闘
する
と
こ
ろ
に
人
闇
と
し

の
も
の
ず
ば
り
が
発見
さ
れ
る
の
は
そ
の
た
め
で

が早
く
」
な
った
り
す
る
の
は
、
老
齢
で
肝
臓
が
て
の
価
値
が
生
れ
る
の
で
あ
る
。学
生謂
君
が
進

あ
ろ
う
.
自
分
自
身
を社
会
主
義
そ
の
も
の
と
す

悪く
な
った
か
ら
で
ほ
って
お
く
と
犬
変
.
薬
が

歩的
な
掌
説
に
岡
感
し
、
そ
う
い
う
行動
に
参
加

く
な
く
と
も
そ
れ
だ
けを
目
指
ず
も
の
と
思
っ
て

必要
。
この
薬
を
の
め
ば
す
ぐ
良
く
な
る
、
と
い

する
の
は
、
結
局
そ
う
い
う自
己
反省
と
か
ら
み

いる
か
ら
偽
画
者
で
は
な
い。
自
分
を
道
徳
的
に

っ
た
竃伝
で
いろ
いろ
藁
が
売
ら
れ
て
大
変
な
亮

あ
って
いる
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
弱
さ
や不
徹
隊

卓
越
し
た
、
し
つ
つ
あ
ると
信
じ
て
い
る
か
ら
一

行
き
で
ある
.
年
齢
と
共
に
身
体
が
衰
え
る
の
は

さ
もあ
る
の
だ
ろ
'つ。
現
災
の
社
会
の
エリ
ー
ト

粗
の
誇
大
妄
想
狂
の
よ
う
でも
あ
る
が
齢
理
は
筋

当
り
前
だ。
う
乙
いた
ら
つ
か
れ
る
し
、
鼓
動
が

へ
な
る最
短
距
魅
で
あ
る
京
大
と
い
う
道を
え
ら

が
立
って
い
る
か
ら
気狂
でも
な
い
ら
し
い
.
だ

早
く
な
る
のは
当
り
前
さ
。
す
ぐ
臓
器
を
着
魅
ら

び
、歩
ん
で
いる
東
大
生
賭
霜
の多
く
が
、反
体

が
や
は
の
ど
こ
か
が
麻揮
した
人
で
あ
る
.
麻
癖

寝

魏

燃麗

鰐

肋
錠

栃
雛

㎜

進

歩

陣

営

と
権

力

欲

㎜

紮

漉

純
㌶
袈

鍵

蘇

鄭

燕

叢

講

議

㎜

会
田
雄
次

㎜
嚢

莇羅
謹

翻

て
も
持
た
な
い
では
いら
れ
な
い運
命
で
あ
る
。

制
運
動
に
心
か
ら71感
す
る
と
い
う
現
象
は
こ
う
と
し
て
犬
切
な
両
機
能
が
故
障し
て
いる
わ
け
だ

人
よ
り
自
分
が
老
化
して
いる
よ
う
な
気
が
し
て

考
え
な
い
と説
明
し
に
く
い
よ
う
で
あ
る
.

から
最
高
に
「や
り
き
れ
な
い
」人
間
で
あ
る
こ

私
も
い
ろ
い
ろ
呑
ん
で製
桑会
社
に
儲
け
さ
し
て

こ
こ
に
ち
ょ
っと
問
題
が
あ
る
。
遠
い
将
釆は

と
は
た
し
か
で
あ
る
.
大
臣
に
な
った
だ
け
で
万

い
る
一人
で
あ
る
。
こ
う
いう
流
行
を
皮
肉
って

知
ら
ず
今
の
と
こは
立
身
欲
や
権
力
欲
の
「特効

人
の師
表
に
な
りた
つ
も
り
の
男
の方
が
未
だ
無

　

いる
週
刊
紙
の
紀
事
を
見た
が
、
そ
れ
を
窃
い
て

薬
」
は
な
い
と
い
うこ
と
だ
.
宗
教
は
あ
る
い
は

邪気
1
で
いた
だ
け
る
.
今
の
進
歩陣
嘗
、
そ
れ

いる
人
も
子
供
に
は
ビ
タ
ミ
ン剤
を
の
ま
せ
四
十

阿
片
か
も
知
れ
な
い.
だ
が
満
歩
思
想
で
も
や
は

も進
歩
的
評
論
家
め
い
た
人
に
は
どう
もこ
う
い

過
ぎ
だ
った
ら
や
っぱ
り肝
臓
蠣を
・
ん
で
い
る

り
そ
う
い
う
要
素が
あ
る
.
つま
り
栄
獲
薬
で
あ

う
傾向
が
多
す
ぎ
る
よ
う
だ
.

か
も
知
れ
な
い

る
が
同
時
に
利
己本
能
の
鎮
静
剤
で
あ
り
、
社
会

社会
主
義
社
会
も
、
溝
潔
な
社
会
も
絹
構
だ

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
は
似
た
よ
つ
な別
の
齢
。
た

π
義
感
の
促
進
剤
でも
あ
る
.
基
本
は
自
分
との

が
、
今
の陣
営
のま
ま
そ
う
な
っ
た
と
する
と
こ

いて
い
ち
ょ
っと
ま
と
も
な
人
間
だ
った
ら
、
自

戦
い
だ
と
い
う
こ
とを
忘
れ
る
と
そ
れ
は
鑑
揮
桑

う
い
う
無数
の
小
ス
タ
ー
リ
ン
た
ち
に指
令
さ
れ

分
の
持
って
い
る
立
身
出
世
主
義
、金
銭
欲
、
知

に
な
る
の
だ
.
そ
れ
の
申毒
は
禁
断
症
状
を
示
ず

る
こ
と
だ
ろ
う.
身
が
ち
ぢ
む
思
い
が
する
の
は

名
欲
、
樽
力
欲
な
ど
に
気
が
つ
い
ア.反
省し
て
い

と
共
に
精
神
の
自
制
機能
や
自
己
測
定
機
能
を
麻

私
だ
け
だ
ろ
う
か。

る
管
で
あ
る
。
若
い
人
だ
った
ら
、
そ
う
い
う自

痺
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
ある
.
そ
う
いう
人
た
ち

(京
大
人
文科
研
助
教
投
・西
洋
文
化
㌍◎

と
いう
一綱
類
だ
け
で
で
も
社
会
を
構

成
する
に
いた
った
点
で
あ
る
。
多
く

の社
会
理
論
は
こ
の
事
冥
か
ら
出
発
し

て
いる
。
シン
ブ
ソ
ン
の
論
旨
が
な
お

一層
の説
働
力
を
も
つ
た
め
に
は
、
生

物
の形
態
進
化
の
み
な
ら
ず
、
生
物
の

社
会
の進
化
に
つい
て
も
"事
実
に
も

と
ず
く
訂概
観
を
与
え
え
る
こ
と
が
必

要
で
あ
ろ
う
。
(山
本
書
店
刊
・B
六

判
・三
七
五
瓦
五
四〇
円
)
(京
大
人

文
科
研
助
手)

人
間
像
を
浮
き
ぼ
り
に

理
論
の
体
系
的
把
握
は
困
難

松

尾

嵌
っ卓
越
し
た
マ
ル
ク
ス
王義
輝
論
家

と
い
わ
れ
る
ア
ノ
ト
ニ
オ
・グ
フ
ムシ

の
名
は
、
日
本
で
も
こ
の
二
、
三年
釆

い
わ
ゆ
る
構
造
改
域
踊
の
勃
興
と
と
b

に
、
急
速
に
ひ
ろ
く
注
目
を
浴
び
る
こ

と
に
な
った
。
し
か
し
実
の
と
こ
ろ
彼

の
詰
薪
作
は
譜
糊
の
事
情
で
答
易
に
反

訳
公
刊
さ
れ
す
、
ま
さ
に
隔
靴
掻
蹟
の

尊

允

1111,馳1,ll巴,「ll9111115131幽51「聾蓼腫o,9111511,1

ア
ン
ト
ニ
オ
・グ
ラ
ム
シ薯

「
愛
と
思
想
と
人

問
と
」(
獄
中
か
ら

の
手
紙
」)

上
杉
雛
彦
訳
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イ
タ
リ
ア
共
産
覚
の
創
立
者
の
一人

で
あ
り、
西
欧
が
二
〇
世
紀
に
髭
ん
だ

感
を
抱
か
し
め
た
の
で
あ
った
が
、
よ

う
や
く
今
年
に
な
っ
て
から
、彼
の
理

論
的
遂
成
の
噌部
を
ま
と
め
た
「グ
フ

ム
シ
選
集
」
(全
三
巻
、合
同
出
版

社
)
が
ま
ず
刊
行
さ
れ
、
つ
い
で
、
こ

の
獄
中
溝
簡
の
反
訳
が
成
り
、
こ
こ
に

は
じ
め
て
、
グ
.フム
シ
の
碑
論
と
人と

を
、
一人
六々
の
眼
で
た
し
か
め
る
こ
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い
る
。

無
実
な
少
女
た
ち
を軍
用
ト
.ツ
ソク
で
廻
い
まわ
し
て

殺
傷
し
た
り
、
草
採
り
中
の農
民
達
を
弾
的
に
し
て
「人

聞
狩
」
を
楽
し
ん
だ
り、
手
当
次
第
婦
女
子
に
襲
い
かか

って
、
暴
行
と
凌
酵
を加
え
た
り
、
頭
髪
を
そ
り
取り
、

亭
身
に
ペ
ン
キ
を
塗
って
道
路
に
放
り
出
し
た
り
、日
本

では
想
像
も
つ
か
な
いヤ
ン
キ
ー
的
残
虐
性
を
ほし
いま

ま
に
し
て
い
る
。

こ
の
南
朝
鮮
弓
生達
の
闘
争
は
何
を
獣
昧
す
る
の
か。

い
う
ま
で
も
な
く
、
アメ
リ
々
帝
国
主
義
の
植
民
地
立配

に
対
す
る
人
民
の
反飢
を
代
弁
つ
る
も
の
で
記
る
。米
帝

め
、
血
の
成
果
を
五
。
一六
反
革命
に愈
わ
れ
た
に
が
い

歴
史
的
経
験
が
あ
る
.

帝
国
主
嘱
と
民
肱
と
の
矛
盾
が最
も
尖
鋭
化
し
た
こ
の

時
点
を
と
ら
え
て
、北
朝
鮮
の
最
高
人
民
会
議は
二十
日
、

第
二
期
第
十
一次
会
講
で
、
「爾朝
鮮
か
ら
ア
メ
リ
カ
軍

を
撤
越
さ
せ
る
た
め
の
全
民
族
的
闘
争
を
展
開
す
る
こ

と
」
を
決
足
し
、
「氷
車
の
撤
退と
祖
国
の
統
一、
武
力

の
不
勧
使
、
兵
力
鯖
少
、
人
民生
活
改
、鉗」
な
ど
に
関
し

て
、
閑
朝
鮮
当
局
、
各
政
寛社
会
団
体
、
各
界
人
士
に

「協
議
」
を
呼
び
か
け
た
。
こ
の呼
び
か
け
は
、
南
朝
鮮

噛
届
ゐ]を
も
協
.碗
対
メ
と
し
て
認め
て
いる
が
、
決
っ
し

日
韓
会
談
に
反
対
す
る

脚崩
叢
溺
欝
欄
織
の
成
鳴

金

清

㌧で 聖・・亭

 

至

と
・て
の
飼
犬
朴
7
照

か
二
覧
五
十
名
の
逮
捕
字
生
を
釈
放

て
囲
級
的
視
息
を
欠
く
も
の
で
は
な
い
。
四
月
人
民
蜂
耐

せ
ざ
る
を
術
な
か
っ
た
の
は
、
学
生
の
背
後
に
人
民
の
強

と
そ
の
反
革
命
に
よ
る
座
折
は
闘
嶺
目
標
を
主
敵
ノ
メ
リ

大
な

又
持
が
あ
っ
た
か
ら
で
乙
る
。
弔
要
な
の
は
、
四
月

力
帝
国
」
我
に
趾
く
べ
き
こ
と
を
教
え
で

い
る
。
南
朝
鮮

段
幽
ま
で
の
、
徴
兵

思
運
、
同
盟
休
枚
、
輻

還
動
な
ど

人
民
と
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
間
の
矛
盾
深
化

と
り
つ
客
観

の
消
極
的
な

「
抵
抗
闘
争
」
を
脱
劫
し
、
囲
争
を
白
接
米

状
勢
は
、

「
反
帝
反
封
建
民
王
主
義
革
命
」
の
根
本
戦
略

帝
に
向
け
た
戒
眩
令
を
破
る
戦
闘
凶
闘
争
に
呼
長
転
化
し

に

V
っ
、

一
時
的
な

「
戦
術
鞍
換
」
ー
よ
り
払
汎
な
反
米

た
こ
と
だ
。
内
朝
鮮
の
組
織
国

「
力
」
は
、軍
隊
と
學
生
、

救
国
闘
舶

へ
の
蜘
換
i
を
要
求
し
た
。

そ
れ
に
組
織
労
棚
者

で
迄
る
。
そ
れ
故
、
学
序
の
闘
争

が

H
本
の
プ
ル
新
は
、
丙
朝
鮮
学
生
の
闘
餌
細

舶
が

「
醜

反
米
闘
争
に
転
化
し
た
事
実
は
噸
要
で
あ
る
。
ヴ
生
た
ち

米

臼
政
協
尼
の
締
鮎
嬰
求
」
で
あ
る
と
櫓

摘
し
て
い
る
。

の

央
雄
的
な

瓶
儀
は
李
承
晩

を

一
嘩
の
も
と
に

打
倒
し

確
に

一
部
の

争
生
は
豹
政
協
足
締
紬
を
霊
鰻
し
た
.
し

か

た
。
し
か
し
、
南
刺
鰯

の
全
ゆ
る
社
会
.〃
酒
の

ル
凶
で
あ

し
・て
れ
が
を
て
で
は
な
い
.
す
で
に

一
年
前
「四
月
革
命
」

る

承
帝
に
対
す
る
蒸
絶
的
な
徹
㎏
的
同
砺
を

欠
い
た
た

一
門
㌔
,山倉
の

「ソ

ワ
ル
大

冥
第
二
冠

肖
文
」

に
お
い
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と
があ
る
て
い
ど
可
紀
と
な
っ
た
の
で

あ
る
.「愛情

は
降
る
墨
の
如
く
」
(尾
崎

一秀
実)
以
釆
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
下
の
、
極

限
さ
れ
た生
活
条
件
の
中
で
轡
か
脇
た

獄
中
の
手紙
が
、
ロ
マン
チ
ッ
久
な
表

題
を
か
かげ
て
刊
行
さ
れ
る
こ
と
が
、

わ
が
国
では
し
は
し
ば
お
こ
な
わ
れ
て

来
た
.
読
者は

「愛
と
思
想
と
人
聞

と
」
1
こ
れ
は原
醤
名
で
は
な
い
ー
と

い
う
タ
イ
ト
ル
を
み
て
、
あ
る
糧
の

「あ
ま
さ
」
を
予感
す
る
か
も
知
れ
な

い
.
序
文
(山
崎功
氏
)
や
訳
者
の
解

説
は
、
し
き
り
に
「一個
の
市
井
人
と

し
て
の
グ
ラ
ム
シ
」
の
「豊
か
な
愛
情

や
高
潔
な
人
格
」
を
強調
し
て
い
る
こ

と
も
、
な
お
、
こ
の
あ
ま
い予
感
を
そ

そ
る
か
も
知
れ
な
い
.

私
は
グ
ラ
ム
シ
の
理論
も
人
と
な
り

も
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
ま
ま
にこ
の
手

紙
を
読
ん
だ
.
そ
し
て
感動
し
た
の
は

「市
井
人
」
と
し
て
で
は
な
い
「革
命

家
」
と
し
て
の
グ
ラ
ム
シ
の
人間
像
で

の

あ
った
.

ゲ
ラ
ム
シ
の
獄
中
生
活
は
想像
を
絶

す
る
ほ
ど
悲
惨
な
も
の
で
あ
っ
た。
残

酷
な
フ
ァシ
ズ
ム
の
暴
力
は
日
に
日
に

一生
釆虚
弱
な
(せ
む
し
で
あ
っ
た
と
い
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て
・
統
霧

げ
薯
は
米
帝
で
あ
り
・
米
巖

嶺
先

㎜

決
条
件
で
あ
る
と
明碓
に
規
定
し
て
い
る
.
「行
政
協
㎜

定
」
の
締恥
は
米
兵
の
蛮
行
を
阻
止
で
き
な
い
.
帝國
主

㎜

義
の
本
質
と闘
箏
せ
ず
、
帝
国
工
義
に
他
の
プ
ル
ジ
コワ

的
政
策
を
「お願
い」
す
る
敗
北
工
義
は
放
命的
であ

る
.最

蘭
人
民会
.磯
の決
冠
を
叉
耗
し
て
在
回
剰
鮮人
、
育

年
学
生
は
、南
朝
鮮
人
民
の
反
米
救
国
闘
争
に
呼
応し
、

米
大使
館、
領
事
朗
に
対
す
る
抗
議
。アモ
を連
日
の如
く

展
開
し
て
いる
.
六
月
九
日
二
干
名
の
朝
鮮
人
学生
が
豊

島
公
会
党
に琢
起大
会
を
開
き
、
十
一日
に
は
米大
使
館

に
デ
モ
を
か
けた
のを
皮
切
り
に
、
臼
本
全
国
で、
宵
年

同
盟
、
留
学
生
同盟
、
女
性
同
盟
、
商
工
会
等
の集
会
と

抗
議
デ
モ
が
日本
冨憲
の
弾
比
の
中
で
展
開
さ
れ
て
い

る
.
二
十
四
、
五
の両
目
関
幽
の
青
年
学
生
千
名
は
、雨

中
目
私卓
ヅ
七
で
神
戸
に紬
集
し
、
米
伽
事
鰭
を
「ヤ
ン

キ
ー
ゴ
ー
ホ
ー
ム」
の
絶
叫
で
ゆ
る
が
し
た
.

嗣
朝
鮮
の
矛
盾
が激
化
し
、ア
メ
リ
カ
の
植
民
地
体制

が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
れ
は
、さ
ら
さ
れ
る
程
、
日
本
独
占

の
進
出
と
日
鯉
の箪
事
蓉
体
は
緊
急
亭
と
な
る
.
参
屍

選
終
結
と
共
に
勲き
出
し
た
日韓
反
動
支
配
者
は
、
鯨
目

会
読
を
八
月
段
階
で
一挙
に政
治
的
解
決
に
持
ち
込
も
つ

と
し
て
い
る
。
日
本
独
占
資
本
の
爾朝
鮮
再
侵
路
が
具
体

的
に
進
行
し
、
残
る
軍
扇
的
堰決
め
を
阻
胃
す
る
も
の
と

し
て
日
本
の
労
働
通
動
、
学
生運
効
、
そ
れ
に
形
骸
化
し

た
微
法
が
存
在
す
る
。
従
って
大
解管
押
制
岐改
悪
粉
砕

闘
争
は
、
繊
法
闘
争
に
紬
合
さ
れ
、
照法
闘争
は
鯨
日
会

、k粉
砕
圃
争
に
直
紬
さ
れ
て
はし
め
て
効
果
的な
闘
郁
が

展
目
で{σる
ご
函.つ
つ恥(在

日
朝
鮮
留
学生
同
盟)
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辮
耀
需
聾
喚
雛
講

な孤
独に
耐
え
ね
は
な
ら
な
か
っ
た
.

父
の顔
も
知
ら
ぬ
子
を
抱
え
た
妻
は
ノ

イ
ロ
ーゼ
に悩
ん
で
遠
く
モ
ス
ク
ワ
に

あ
り
、た
だ
}人
、
獄
會
の
周
辺
で
、

彼
の身
辺
を気
づ
か
って
い
た
義
姉
と

の
精
神
的交
流
も
、
か
な
リ
ギ
ク
シ
ャ

クし
た
も
のが
あ
った
よ
う
だ
.
「十

二
孚
の
手
紙
」
の篁
冷顕
治
・百
合
子

夫
妻
の
よ
う
な、
安
定
し
た
愛
情
の
交

流
は
ほ
と
ん
どみ
ら
れ
な
か
った
.
彼

自
身
し
ば
し
は率
直
に
孤
独
の
な
や

み
を
う
っ
た
え
て
いる
。

く
ず
れ
よ
う
と
ずる
心
を
支
え
た
も

の
は
、
強
烈
な
意
志
と
、
冷欝
な
糟
神

一で
あ
った
.
彼
は
「知
能と
か
、
生
釆

の
画
良
さ
と
か
、
才気
とか
」よ
り
も

「意
志
の
力
」
を
尊
血
し
た
(=
二六

頁
)
.
「因
人
の
持
徴
で
あ
る偏
執
に

陥
」
る
ご
と
を
、
彼
に
内
在
す
る
「ユ

ー
モ
ア
あ
ふ
れ
た
一種
の
函
刺
精
神
」

が
ず
く
った
(三
五
頁
)
.
多
く
の
手

葉

さ
れ
る
肉
親
へ
の
き
び
・
い
笹

導
と
暖
か
い
配
慮
は
、
た
し
か
に
「豊

か
な
愛
情
と
高
潔
な
人
格
」
を
し
の
ば

せ
る
が
、
そ
れ
は
彼
の
は
げ
し
い
内
的

な格
闘
の
所
産
で
あ
った
.

十
年
聞
に
わ
た
る
格
闘
を
根
底
か
ら

}麦
た
も
の
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
と

し
て
の
信
念
で
あ
った
.
「私
た
ち
の

有
益か
つ必
要
な
行
為
は
、
か
な
ら
ず

生
き
つづ
け
、
外
部
世
暴
に
台
体
ず
る

も
の
だ
と
い
.憲
駄
で
の
霊
魂
の
不

滅
」
は
、
う
わ
ご
と
に
い
う
ま
で
の
碓

悟
で
、ω
った
(二
四
七
頁
)
.
「氷
選

のた
め
に
」
(二
七
頁
)
、
甑
展
に制

限
され
た
生
活
の
中
で
も
、
マ
ルク
ス

圭鵜
者
と
し
て
の
研
究
を
深
化
さ
せ
て

行
かね
は
な
ら
な
い
.
「政
治
囚
は蕃

のよ
う
な
も
の
か
ら
で
も血
液
を
吸叡

しな
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(七
八
頁
)

彼
に
と
って
は
通
俗
的
な
監
獄図
雷
す

らも
、民
衆
心
理
の
考
察
対
象
と
し
て

注
意
漂5

オ
ト
さ
れ
る
の
で
あ
る
.

こ
の
マル
ク
ス
主
鵜
者
は
、
い
か
に

も
西
ヨ
ー
ロ
ッパ
文
明
の
一環
と
し
て

の
ル
ネ
ッ
サ
ンス
以
釆
の
文
化
的
伝
統

を
も
っ
た
イ
タリ
アの
風
土
の
刻
印
を

う
け
て
い
る
、
それ
は
随
所
に
示
さ
れ

る
読
欝
や
嵩
祭
の対
象
に
よ
うて
も
明

ら
か
だ
が
、と
く
に
興
昧
深
い
の
は
、

彼
の
え
が
い
て
いた
理
想
的
近
代
人
像

で
あ
る
。
それ
は
「ア
メ
リ
カ
の
エ
ン

ジ
y
、
ドイ
ツ
の哲
掌
者
、
フ
ラ
ン

社
会
主
義
研
究会

9
目
2
日
1
5

h
(予
定
)
の
四

日
間
含
宿
を
行
な

う
。
こ
の
時
取
り

上
げ
ら
れ
る
テ
キ

スト
は
「イ
ン
テ

リ
ゲ
ン
チ
ャ論
」

「帝
国
主
義
論
、

市
場
間
題
に
つ
い

て」
「ト
ロ
ッ
キ

ー
選
集
5
」
「自

由化
と
日
本
経

済
」
の
四
冊
で
あ

る
.ま
た
こ
の
夏

休
み
中
に
機
関
紙

「社
研
」
を
2
回

発
行
す
る
計
画
.
連
絡先
は
京
大
教
摂

部
社
研
B
O
X
へ
.

ユ
ー
ス
・ホ
ス
テ
ル

新人
訓
練
を
か

ね
て
7
月
毘
・B
日
の
両
日長
野
県
蓼

科
で
夏
期
合
宿
を
行
な
う.
祁
形
成
の

歴
史
が
洩
い
の
で
、
こ
れ
が初
め
て
の

合
宿
で
「ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル糟
神
」
の

体
得
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
.
その
他

10
ぐ
ら
い
の
班
に
別
れ
、
各
パー
テ
ィ

ご
と
に
行
動
す
る
者
が
多
く
、
現荏
の

と
こ
ろ
8
パ
ー
テ
ィ
が
出
掛
け
る予
冠

で
あ
る
.

準
硬
式
野
球
部

部
員
三
十
五
名
、今

の
と
こ
ろ
八
月
七
目
か
ら
神
宮
球場
で

行
な
わ
れ
る
全
日
本
学
生
準
硬
式
野球

選
手
橿
出
場
め
ざ
し
て
全
力
を
傾
け
て

合
摺中
で
あ
る
。
今
ま
で
の
戦績
とし

て
爪磁
六
大
学
り
ー
グ
で
全
勝優
勝
、

興
大
戦
に
は
ー
1
0
で
快
勝
、
等
女が

あ
る
.

ヨ
ット
部

質
勲
と
も
に
駅大
一を自

負
する
同
都
は
現
在
人
員
六
十
人
.全

目
本
学
生
ヨ
ット
四
回
優
勝
、
三
回準

優勝
をと
げ
て
い
る
。
今
は
七
月
末
の

七大
戦
、
対
広
島
戦
を
目
標
に
柳
ケ
崎

で合
宿
中
。

ラ
プ
ビ
ー部

冬
の
競
技
で
あ
る
関
係

上
夏
は基
礎
体
力
養
成
の
た
め
に
、
か

な
り
激
し
い訓
練
を
合
宿
で
行
う
。
今

任
度
は畏
野県
の
菅
平
で
8
月
20
口
か

ら
一週
問
の予
定
で
台
宿
す
る
。
ま
た

こ
れ
に
先
Vち
、
こ
の
合
宿
に
に
そ
な

え
て
8
月
10
日
から
農
学
部
グ
ラ
ン
ド

で
練
習
を
す
る.

ゴ
ル
フ
部

個
人プ
レ
ー
で
争
わ
れ
る

ス
ポ
ー
ツ
だ
け
に
、今
夏
は
各
個
人
が

各
汝
で
コ
ー
ス
回
りを
す
る
も
の
が
多

い
.
し
か
し
部
員
の団
紬
を
は
か
る
た

め
7
月
皿
日
か
ら
姶日
ま
での
4
日
聞

を
自
浜
で
合
宿
を
行
な
い、
こ
こ
で
は

コ
ー
ス
を
使
っ
て
の
練
習
猷合
も
翫
画

し
て
い
る
.
8
月
に
は
仙
台
での
国
立

五
大
戦
に
参
加
す
る
。

ホ
ッケ
ー
部
(陸
上
)

7
月
18目
か

ら
25
目
ま
で
買天
ス
ポ
ー
ツ会
鉗
で
合

宿
を
行
な
い
.
7
月
31
団
か
ら3
月
4

日
ま
で
北
海
遵
で
わ
な
わ
れ
る
七大
戦

に
そ
な
え
る
.

…

ス
の政
治
家
を
民
旗
的
性
質
と
し
て
3・

…
三位
一体
と
し
た
人
闘
の
統
合
」
で

あ
り、
負
体
的
に
は
「近
代
的
タ
イ
プ

の
レ
オナ
ル
ド
・ダ
・ヴ
ィン
チ
ー
内

に
強
烈
猛
側人
的
な
独
創
性
と
を
維
持

し
つ
つ
も
、全
体
的
人
間
、
す
な
わ
ち

集
台
的
な
人間
」
であ
る
.

お
そ
ら
く
グラ
ムシ
そ
の
人
こ
そ
、の

こ
の
よ
う
な
理想
像
に
近
い人
で
め
っ

た
の
で
は
あ
る
ま
い
か.
そ
れ
に
し
て

も
、
こ
の
よ
う
な市
民
社
会
の
巨
大
な

文
化
的
背
景
を
背
負
い、
か
つそ
れ
と

対
決
し
た
グ
ラ
ム
シ
の
思想
を
正
確
に

把
握
す
る
こ
と
は
、
な
か
な
か窩易
な

こ
と
で
は
あ
る
ま
い
.
こ
の手
紙
の
随

所
に
示
さ
れ
て
い
る
理
論
的考
察
に
し

て
も
、
ま
た
彼
の
三
巻
選集
にし
て
も

卓
抜
な
着
想
と
敬
服
さ
せ
られ
る
箇
所

は
いく
っも
あ
る
が
、
彼
の
環論
体
糸

を
把
握
す
る
こ
と
に
は
、
ひ
ど
く困
難

な
仕
事
の
よ
う
に
思
え
る
.
一〇巻
に

上
る
と
いう
彼
の
全
著
作
が
すみ
や
か

に反
訳
刊
行
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
する

とと
も
に
、
彼
が
対
決
し
た
文
化
的伝

統
と
も
、
改
め
て
わ
れ
わ
れ
自
ら
が対

決し
な
お
さ
鵜
ば
な
る
ま
い
.
日
本
は

彼
の億
大
な
敵
手
で
あ
った
ク
ロ
チ
ェ

さ
え
、ま
だ
生
み
出
し
て
は
い
な
い
の

で
あ
る。
(合同
出
版
社
刊
・B
六
判

・三
〇
六頁
田四八
〇
円
)
(人
文
研

助
手
)

b,1;蓼購 難

作
品
の
持
ち
味
生
か
す

装
置
に
も
工
夫
の
あ
と

創
辿
脳
第
二
十
一回
公
演

A
・
ウ
ェ
スカ
ー
一

作

杏

光
一訳

一

「大
衰
入
り
の
チ
キ
ン
ス
ー
プ
」
三幕
六
場

上
演
時
聞
・三
時
間
三
十
五
分

七
月
三日
蝋
}

都
会
館
第
ニ
ホ
ー
ル

}

:

…

59-
i
...,●冒し

こ
の
戯
曲は
吏
国
の
「怒
れ
る
若暑

た
ち
」
の有
力
な
一員
A
・ウ
ェス
カ

ー
の
出
世作
であ
る
.
いろ
い
ろ
な
点

で
む
ず
か
し
い
本格
的
な
外
国
戯
曲
に

取
組
み
一応
成
功し
て
いる
.
ま
た
各

人
が
自
己
の
持
ち昧
を
精
一ば
い出
し

て
の
演
技
に
妊
感
が持
てる
.

ウ
ェス
カ
ー
は
、
こ
の
あと
「根
っ

こ
」
「僕
は
エ
ル
サレ
ム
の
事
を
識し

て
い
る
の
だ
」
を
発
表
し
て
い
る
が
、

いず
れ
も
彼
の
目
叙
仏
的
献
臥
を
脇
っ

て
いる
.
今
年
で
三
十
歳
に
な
った
ウ

ヱス
カ
ー
は
、
現
在
の
自
己
以
外
過
ム

伽も末
来
も
信
し
得
ず
現
実
と
常
に
鋭
く

対
決
し
て
い
る
.
そ
の姿
勢
を
、
劇
中

で
は
ロ
ニ
ィ
(申山
良輝
)
に
托
し
て

　

い
る
.
一九
三
六
年
のイ
ギ
リ
ス
.
フ

ァ
ソシ
ズ
ム
の
荒
れ
狂
う時
代
は
敵
に

対
し
て
共
通
な
戦
う
姿
勢
を
保
ち
得

る
.
一九
四
六
年
、
労働
党
政
椎
の
も

と
に
労
働
者
の
生
活
に
ゆ
と
り
が
で

き
て
く
る
と
、
す
で
に
そ
こに
は
か
つ

ての
よ
う
な
"戦
う
σ
カ
が
見ら
れ
な

い。
米
ソ
ニ
大
陣
暫
対
立
の
五
五
年。

スタ
ー
リ
ニズ
ム
を
振
り
か
ざ
す
"社
}

会
宇義
直
国
ソ
連
。
ハン
ガ
リ
i
事
件
}

は
、
コ
、、、酬ユ
ニス
ト
達
に
大
き
な
衡
・

撃
を
与
え
「韻
が
正
し
く
て
、
維
が
一一 悪

い
の
か
。
は
っ
き
り
云
って
く
れ
よ

」
と
ロ
ニ
ィ
は
啄
ぷ
。彼
の言
薬
は
同

時
に
我
女
の
そ
れ
でも
あ
る
。
物
事
を

白
と
黒
に
区
別
し
て
"白
い百
も
の
は

"黒
醒
く
は
な
ら
な
い
と信
し
こ
ん
で

い
る
偲
親
サ
ラ
(金
内順
子
-
好
演
)

に
は
到
底
弾
解
し
褐
ね
い
こと
か
も
し

れ
ぬ
.
と
と
も
に
、
現
在
で
も
"白
`

だ
と
いわ
れ
る
と
盲
目
的
に
信
じ
こ
み

"黒
∬を
あえ
て
み
よ
う
と
も
し
な
い

一
部
の
"コミ
ニ
'
ニ
ス
ト
百
連
に
も

°゚●明
白
な
目榎
が
あ
る
と
き
に
は
"戦

う
`
姿勢
の確
立
も
容
易
だ
が
、
生
活

の
安
定
と
と
も
に社
会
の
潴
矛
盾
は
、

た
く
み
に
い
ん
ぺ
いさ
れ
る
.
そ
の
時

に
金
っ
て
も後
生大
事
に
"過
去
α
を

か
か
え
、
現
災
と
かけ
離
れ
た
"未
来

8
を
夢
み
る
こ
との
ナ
ン
セ
ン
ス
さ
ウ

ニス
カ
ーは
問
題
の本
質
を
さ
ら
け
出

し
ゼ
ロ
の
地
月
か
ら
そ
れ
を
堀
り
お
こ

す
こ
と
の
必
要
性
を
主
張
し
て
い
る
.

自
分
自
身
に
疑
い
を
いだ
いた
ロ
ニ

ィは
芒
し
み
を
母
に
訴
える
が
、
残
念

な
が
ら
盛
り
上
が
り
が
十
分
でな
く
、

ヤ
ヤ
も
た
つ
い
て
い
た
.し
かし
こ
の

こ
と
は
時
間
を
気
に
し
てソ
ワソ
ワ
し

て
い
る
観
客
に
も
責
任
が
あ
る.
演
技

者
に
対
し
て
、
も
っ
と
思
い
や
り
のあ

る
態
度
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。

総
体
的
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
進
み
作
品

の
持
ち
臥
を
生
か
し
た
(演
出
延
山
政

之
)
。
装
置
に
も
1
夫
の
あ
と
が
見
ら

れ
る
.
ま
た
金
内
の
ほ
か
、
澗
水
(バ

ク

リ
ィ)
谷
川
(モ
ン
テ
ィ
)
な
ど
の
演

技
も
ひか
って
い
る
.

ひ
さし
ぶり
に
見
ご
た
え
あ
る
も
の

で
あ
っ
た
.
と
にか
く
、
こ
れ
ま
で
こ

ぎ
つ
け
た
創
造
座の
努
力
を
高
く
評
価

し
て
よ
い
だ
ろ
う.

(荻
)

ー

サ
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◇
生
協
書
籍部
◇
①
岩
波
講
座
「日
本

の
歴
史
-
古
代2
」岩
波
爵
店
②
林
屋

辰
三
郎
署
「京都
」岩
波
喬
店
③
「文

学
大
系
5
B
巻
央
記-
列
伝
編
」
筑
摩

癬
厨
④
「モ;
ム世
界
文
学
百
選
」
河

出
轡
房
新
社
⑤
抽
木
馨
著
法
律
学
全

集
ー
担
保
物
件
」
有斐
閣最新の設備か生む おいしいヒール

弓7カ ラ ビ■'レ一
特集

●

□世界の潮 鉾議 孟謄 饗
8たか/ソ遮の閃。パター値上げ/ヲ ツセ
ル卿と葵労働能/劇略物資とエステス1墜件

6日本の潮 謹夢瓠雫勢難
財昇/「盒通判決」と1量一〇

鍵
3日 発売

と
目

に
お
ひ∂

戦
後
最
大
の
課
題
で
あ
る
日
本
の
乎
和
運
動
は
、
講
和
問
題
、
安
保

改
定
反
対
運
動
を
経
て
、
今
日
ど
う
い
う
閻
題
に
直
面
し
て
い
る
か

る

民
主
主
義
の
擬
制
化
と
改
党
の
怠
慢
は
四
割
も
の
政
治
的
無
関
心
膚

を
一
層
拡
大
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
深
刻
な
現
実
を
救
う
も
の
は
何
か

の
▽

薯

今
目畠
国主
藥
唇
粟
潔

 戦
後
十
七
年
と
憲
法
論
争

十
・七
年
史
か
ら
学
ぶ
も
の

奪
表
》

一一

 

末
川

博

遠
山
茂
樹

戦
後
十
七
年
の
世
界
と
日
本
幽

日
本
と
い
う
謎
の
国

岩 波 書 店
東京神田一ツ橋
振魯葉京26240

 

警゚
モ

参
ラ
ヒ
ζ
こ
の
十

七

年

木
村
伊
兵
衛
・土
門
拳
他

入
・一五
墾
慾
私

の
戦

後

記

録

〈再
録
〉十
篇

創作

会

議

の

ひ

ら

か
れ

る

ま

で
:
:
坂
田

昌

一

声

明

文
が

つ
く
ら
れ
る
ま

で
:
:
豊

田

利
幸

科

学

者

の

責

任
:
:
湯

川

秀
樹

バ
グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
会

議
の
歴
史
・:
・朝
永
振

一郎

軍
縮
交
渉

の
経

過
と
問
題

点
:
:
田
中
慎
次
郎

署日科軍放

名本学 射

者趨時縮能

2誉代と攣

人世 の 委

と界 モ経 の

し平 フ 報

て 和ル済 告
●o● ● ・

● ●oo・

● ● ●go

の 　 コ 　 　

茅宮谷都田
沢川留島

誠俊徹重英

司義三人三

.共
同
市
場

」と
核
武
装
…
田
中

良

ア
メ
リ
カ
の
政
府
と
実
業
界
…
O
ネ
イ
サ
ン

大
学
管
理
問
題
の
本
筋
は
何
か
…
蝋
山
政
道

大
挙
め
使
命
と
行
政
府
…
宗
像
誠
也

随
筆
□
吉
川
幸
次
郎
・貝
塚
茂
樹
中
村
光
夫
・石
川
淳

槻
オ
リト
ー
と
呼
ば
れ
る
日
本
人
㈲
木
下
順
二

月

柳
に
囲
ま
れ
た
家

都

亡心
れ

.

 三
島
由
紀
夫
/
伊

藤

整
/中
凶
義
秀

詩
人
河
上
肇
藻
糠

P
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